
平成 30 年度 2 月 SSH 活動記録 

平成 30 年度球陽高校 SSH生徒研究発表会（2018.2.2） 

 2月 2日(土)に、平成 30年度球陽高校 SSH生徒研究発表会が球陽高校の体育館および武道場で行われ

ました。今回の研究発表会には、県内・県外の学校関係者にも多数お越し頂きました。さらに、今回は、SSH 記

念講演として橋本幸士氏（大阪大学大学院理工学研究科教授）をお招きしました。 

 午前中には、本校ラボ室にて SSH概要説明会が行われました。説明会では、ラボ室の設備見学や、理科棟

2 階にある球陽気象台の見学時間も設けられました。また、武道場にて 2 学年理数科による日本語と英語に

よるポスター発表会が行われました。発表グループは A4 白黒版のポスターを準備し配布しました。グルー

プによっては、実験に使用した模型等も掲示して発表を行いました。英語発表グループは、英訳やスピーチ

の仕方を、放課後等を利用して英語科の先生にご指導頂き、本番では素晴らしい発表をすることができまし

た。さらに、ポスター発表では、琉球大学の先生方や県内外の先生方から、実験の御助言を頂くことができ

ました。 

 午後は、体育館で SSH記念講演として橋本幸士氏（大阪大学大学院理工学研究科教授）に『宇宙を支配す

る数式：素粒子物理学の最前線』を御講演頂きました。難しい公式を、大変丁寧に、そしてわかりやすく教え

て頂きました。また、物理学者の服装など、科学者の文化についても教えて頂き、御講演は大変興味深い内

容でした。その後、物理分野、化学分野、生物分野、地学分野、数学分野の各分野１グループによる、スライド

を使用した口頭発表が日本語と英語で行われました。どのグループも、スムーズに発表することが出来まし

た。発表後、質疑応答の時間がもたれましたが、質問に対しても全て冷静に答えることができ、素晴らしい発

表会になりました。 

 

  

  

 

 

 



iCeMS Caravn～学びのカラクリ～（2018.2.16） 

 2 月 16 日(土)に、球陽高校のラボ室および被服教室で iCeMS Caravan～学びのカラクリ～が行われまし

た。メイン会場はラボ室になり、多くの方が参加できるように被服教室をサブ会場としました。サブ会場は、

ビデオでラボ室の様子をリアルタイムでスクリーンに移して講演の様子を見ることが出来ます。また、講演

の中で必要な道具等も、メイン会場と全く同じ物をサブ会場に準備しました。参加者は、本校生徒他、保護者

の方や県内外から学校関係者です。 

 まず、最初にアイスブレイクとして、マシュマロチャレンジを行いました。その後、マシュマロチャレンジのカ

ラクリを動画見ました。その後、iCeMS Caravan の勝田陽介先生、古川修平先生、鈴木淳先生、ダニエル・パッ

クウッド先生に、DNA をテーマに最新の研究１人 15 分ずつ紹介して頂きました。そこで分かったことを走り書

きでいいのでメモするようにという指示があり、各グループには机程の大きさの紙を2枚ずつ配布されまし

た。紹介がおわる頃には、２枚の紙に沢山学んだことが書かれていました。 

 その後、最新の研究で学んだことを取り入れて、こういうものがあったらいいなと思うアイディアをグル

ープで発表してもらいました。サブ会場では、A3 程の大きさの紙が配布され、グループで出たアイディアを

複数の紙に書いてもらい、発表してもらいました。メイン会場では4つのグループがあり、1グループに１つず

つホワイトボードが用意されました。良かったと思う発表を選ぶ投票も行いました。サブ会場で投票で１位に

選ばれたグループは、メイン会場でも発表しました。メイン会場では、ホワイトボードにアイディアを図に書い

て発表していました。最後の投票で、１位に選ばれたのはサブ会場で発表したグループでした。最後に、学び

のカラクリのまとめをしていただきました。 

 生徒のアンケートからは、「京大の研究員のすごさが伝わった。」「豊かな発想力こそが、研究員にとって

必要なんだなと思いました。」「失敗を恐れず、試行錯誤を繰り返しながら成長するという研究者のあるべ

き姿が、私には顕在していたと思い、私自身、将来研究の道を志すにあたり、そのような人物になるべきだ

と腹を据えました。」という感想がありました。また、一般の方のアンケートから、「みんなで意見を自由に出

し合いながら、考えをまとめていく作業は、生徒自身もワクワクすることだったと思います。新しい発見もあ

りながら、それを論文のように、自由にまとめられる経験できたのは、とても充実した内容でした。私自身も

学びをアウトプットしながら、新しい発見のサイクルを回していきたいです。」という感想がありました。 

   



   

    

    

 

 


